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１．概要（Summary） 

本研究では、金属からなるプラズモニックナノポア

（PNP）構造を作製し、光照射下における PNP の基本特

性を調べると同時に、ナノ共振器として用いることで新し

いレーザーデバイスの基本構造を構築する。PNP はプラ

ズモン共鳴を示すため、光照射下においてはポア内部に

強い局所電場が発生する。さらに各ポアでの共鳴は同位

相のため、この同位相の局所電場を利用することで、レー

ザー発振が期待される。本研究では、より強い局所電場

を得るために、ナノポア構造にて金属 -絶縁体 -金属

(MIM)構造を新たに導入する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高精細電子ビームリソグラフィー装置(ELS-100T) 

リアクティブイオンエッチング装置(RIE-10NR-NP) 

RF スパッタ成膜装置(SVC-700LRF) 

【実験方法】 

 ELS-100Tを用いてEBレジストを塗布した窒化シリコン

膜に直径 120 nm程度の穴（500 × 500個）を描画し、そ

の後 RIE-10NR-NP によって窒化シリコン膜を貫通させ

ることで、SiNマルチナノポアを作製した。その後、SiNマ

ルチナノポアの上からスパッタにより金属（Au または Ag）

を蒸着することで金属マルチナノポア構造を作製した。そ

の際、ナノポア内部をMIM構造にするために、金属を蒸

着したのち、20 nm 程度の SiO2をその上から蒸着、さら

にその上から金属を蒸着することで、MIM 構造を作製し

た。金属マルチナノポア構造の評価には、一般的な紫外

可視透過スペクトル測定を用いた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1に示すような、一般的な PNP構造とMIM構造

を有する PNP 構造の紫外可視透過スペクトル測定の比

較を行なった。その結果、MIM 構造を採用することで、ス

ペクトル特性が変わり、ある特定波長において強いプラズ

モン共鳴を示すことが明らかとなった。一般的に MIM 構

造では金属間において光の相互作用が発生し、メタマテリ

アル特性が得られることがある[1]。今回の構造においても

金属間で光の相互作用が発生したものと考えられる。その

相互作用の詳細については今後の課題であるが、ポアの

半径やポア間隔を変えることで、本構造のメタマテリアル

特性の詳細を議論できることが期待される。 
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Fig. 1 (a) Normal PNP structure, (b) PNP structure 

with MIM structure. 
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